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内舘市長（盛岡市）

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
坊
恭

寿
会
長（
神
戸
市
）は
、フ
ォ
ー

ラ
ム
開
催
の
準
備
に
尽
力
し

た
盛
岡
市
議
会
関
係
各
位
に

御
礼
の
意
を
表
す
と
と
も
に

「
二
日
間
に
わ
た
る
議
論
を

参
考
に
本
会
と
し
て
も
地
方

議
会
に
対
す
る
住
民
の
理
解

と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
主

権
者
教
育
を
一
層
推
進
す
る坊 会長（神戸市）

と
と
も
に
、
労
働
法
制
の
見

直
し
等
、
会
社
員
が
立
候
補

し
や
す
い
環
境
の
整
備
、
と

り
わ
け
厚
生
年
金
制
度
へ
の

加
入
実
現
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

開
催
地
代
表
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
遠
藤
政
幸
盛
岡
市
議

会
議
長
、
来
賓
の
内
舘
茂
盛 遠藤議長（盛岡市）

岡
市
長
は
、
地
元
開
催
に
歓

迎
の
意
を
表
す
と
と
も
に

「
本
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
全

国
各
地
の
市
区
議
会
議
員
の

皆
様
が
一
堂
に
会
す
る
貴
重

な
機
会
。
地
域
社
会
の
発
展

や
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、

活
発
な
意
見
交
換
と
討
議
の

場
と
な
る
こ
と
を
大
い
に
期

待
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

研究フォーラム全国市議会議長会第19回
主 権 者 教 育 の 新 たな 展 開

研究フォーラムの参加者を歓迎する盛岡市議会議員等関係者一同

in
盛 岡大会テーマ

6.10.9▶10

第
19
回
全
国
市
議
会
議

長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
盛

岡
が
10
月
9
、
10
両
日
、
盛

岡
市
の
ト
ー
サ
イ
ク
ラ
シ
ッ

ク
ホ
ー
ル
岩
手
で
開
催
さ
れ

た
。
全
国
か
ら
２
３
６
５
人

の
市
区
議
会
議
員
が
出
席
し
、

「
主
権
者
教
育
の
新
た
な
展

開
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
議

論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

近
年
、
地
方
議
会
は
、
投

票
率
の
低
下
や
無
投
票
当

選
の
増
加
な
ど
、
議
会
へ
の

関
心
の
低
下
や
議
員
の
な
り

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

今
後
は
、
地
方
自
治
法
の
改

正
を
踏
ま
え
、
女
性
や
若
者

な
ど
多
様
な
人
材
の
議
会
へ

の
参
画
を
一
層
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
各
地
方

議
会
が
自
ら
積
極
的
に
更
な

る
改
革
に
努
め
議
会
の
活
性

化
を
図
り
、
議
会
の
重
要
な

役
割
に
つ
い
て
広
く
住
民
に

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

将
来
の
地
方
自
治
を
担

う
こ
ど
も
た
ち
に
対
す
る
主

権
者
教
育
の
取
組
は
重
要
で
、

今
後
は
、
各
地
方
議
会
の
主

権
者
教
育
に
係
る
好
事
例
の

横
展
開
を
一
層
推
進
す
る
と

と
も
に
、
議
会
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る

主
権
者
教
育
を
国
民
運
動
と

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
主

権
者
教
育
の
新
た
な
展
開
」

を
テ
ー
マ
に
各
地
方
議
会
の

主
権
者
教
育
に
係
る
事
例
報

告
な
ど
、
改
め
て
地
方
議
会

の
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、

そ
の
解
決
に
向
け
た
今
後
の

方
向
性
を
展
望
し
た
。

令和

https://www.si-gichokai.jp
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市
内
か
ら
仰
ぎ
見
る
標
高

２
０
３
８
㍍
を
誇
る
雄
大
な

岩
手
山
を
望
む
市
街
地
か
ら

の
景
色
、
市
の
中
心
部
を
流

れ
る
清
流
「
中
津
川
」
な
ど
、

豊
か
な
緑
と
清
ら
か
な
水
に

囲
ま
れ
、
風
光
明
媚
な
自
然

と
歴
史
的
な
建
物
が
織
り
な

す
街
並
み
が
来
訪
者
を
魅
了

す
る
。
２
０
２
３
年
に
は
、

米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

紙
の
「
今
年
行
く
べ
き
52
か

所
」
の
一
つ
と
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
に
次
ぐ
世
界
で
２
番
目

に
選
出
さ
れ
た
。

第
19
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
盛
岡
の
初
日
、
会
場
と

な
っ
た
ト
ー
サ
イ
ク
ラ
シ
ッ

ク
ホ
ー
ル
岩
手
（
岩
手
県
民

会
館
）
で
は
、
法
被
姿
の
盛

岡
市
議
が
会
場
入
り
す
る
全

国
の
議
員
た
ち
を
出
迎
え
た
。

盛
岡
市
は
、
古
く
は
盛
岡

藩
、別
名
南
部
藩
20
万
石
の
城

下
町
と
し
て
栄
え
、４
０
０
年

余
り
の
歴
史
を
有
し
、市
内
に

は
東
北
三
名
城
に
数
え
ら
れ

た
四
季
を
彩
る
盛
岡
城
跡
公

園
や
盛
岡
八
幡
宮
な
ど
の
神

社
仏
閣
を
は
じ
め
、東
京
駅
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
国
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
岩

手
銀
行
赤
レ
ン
ガ
館（
旧
岩
手

銀
行
本
店
・
写
真
下
掲
）
な
ど

歴
史
的
建
造
物
が
点
在
す
る
。

開
会
前
に
、
竹
田
浩
久
前

盛
岡
市
議
会
議
長
が
盛
岡
市

へ
の
来
訪
を
歓
迎
す
る
と
と

も
に
、
東
北
を
代
表
す
る
お

祭
り
の
一
つ
の
「
盛
岡
さ
ん

さ
踊
り
」
を
紹
介
。
盛
岡
の

夏
を
彩
る
華
麗
な
踊
り
と
力

強
い
響
き
の
「
さ
ん
さ
太
鼓
」

で
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
を
も

て
な
し
た
。

続
い
て
、
盛
岡
市
議
全
員

が
登
壇
し
、
盛
岡
の
魅
力
を

そ
れ
ぞ
れ
紹
介
。
東
北
市
議

会
議
長
会
や
岩
手
県
下
の
市

議
会
議
長
も
駆
け
付
け
、
東

北
ワ
ン
チ
ー
ム
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
参
加
者
を
歓
迎
し
た
。

遠
藤
議
長
は
「
是
非
、
歩

い
て
楽
し
む
街
、
盛
岡
を
ご

堪
能
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
」

と
述
べ
、
映
像
を
交
え
な
が

歩
い
て
い
て 

楽
し
む
し
む 

ま
ち
ま
ち

お
で
ん
せ

お
で
ん
せ
‼
盛
岡
盛
岡
‼

開
会
初
日
は
、
坊
恭
寿
会

長
（
神
戸
市
会
議
長
）
が
主

催
者
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た

後
、
衆
議
院
議
員
の
菅
義
偉

氏
（
第
99
代
内
閣
総
理
大

臣
）
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
3
面
）
に
続
い
て
、「
地

方
議
会
の
課
題
と
主
権
者

教
育
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
静
岡
大
学
人
文
社

会
科
学
部
法
学
科
教
授
の
井

柳
美
紀
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
今
回
の
テ
ー

マ
に
詳
し
い
有
識
者
の
方
々

が
地
方
議
会
の
現
状
・
課
題
、

取
り
組
む
べ
き
方
向
性
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
か
ら
発
言
し
、
多
角
的
な

視
点
に
立
っ
て
議
論
を
掘
り

ら
歩
い
て
楽
し
め
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
「
盛
岡
」
を
紹

介
し
た
。

盛
岡
は
麺
の
都
。「
盛
岡
三

大
麺
」
の
「
わ
ん
こ
そ
ば
」、

「
盛
岡
冷
麺
」、「
じ
ゃ
じ
ゃ

麺
」
な
ど
、「
盛
岡
ブ
ラ
ン

ド
」
を
誇
る
麺
を
楽
し
め
る

お
店
が
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に

沢
山
存
在
す
る
。

最
後
に
盛
岡
市
議
が
「
全

国
か
ら
お
集
り
の
皆
さ
ん
！

よ
う
こ
そ
盛
岡
へ
！
皆
さ

ん
、
盛
岡
で
食
べ
て
、
歩
い

て
、
散
策
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

下
げ
た
（
4
～
6
面
）。

2
日
目
の
課
題
討
議
で

は
、
東
北
大
学
大
学
院
情
報

科
学
研
究
科
准
教
授
の
河

村
和
徳
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
地
方
議
会
が

行
う
主
権
者
教
育
に
つ
い
て

具
体
的
な
取
組
を
行
っ
た
パ

ネ
リ
ス
ト
が
取
組
の
内
容
や

成
果
、
課
題
を
報
告
し
、
各

議
会
・
参
加
者
に
向
け
て
今

後
の
取
組
の
参
考
と
な
る
情

報
交
換
を
行
っ
た
（
7
～
9

面
）。

竹田前議長（盛岡市）

地
方
議
会
が
行
う
主
権
者
教
育

現
状
・
課
題
　
方
向
性
を
議
論
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ビデオメッセージビデオメッセージ

１９４８年秋田県生まれ。１９73年法政大学法学部卒業。衆議院議員秘書、
横浜市議2期を経て、１９９6年衆議院議員選挙で初当選（９期連続小選挙
区当選）。2006年９月総務大臣に就任し、「ふるさと納税」を創設。その後、
自民党選挙対策総局長、自民党組織運動本部長、自民党幹事長代行等
を経て、20１2年１2月第2次安倍内閣の内閣官房長官に就任。他に国家
安全保障強化担当大臣や沖縄基地負担軽減担当大臣、拉致問題担当大
臣を務める。20１９年４月１日に新元号「令和」を発表。2020年９月自由
民主党総裁、第９９代内閣総理大臣に就任。

衆議院議員（第９９代内閣総理大臣）

菅　  義 偉

皆さん、こんにちは。衆議院議員の菅義偉です。第 １９回全国市議会議長会研究フォーラムのご開催、誠
におめでとうございます。
全国から議長、市議会議員が一堂に会し、各地域の政策課題について情報交換を行う機会があるという

のは大変素晴らしいことです。
私も講演させていただく予定でしたが、まさに衆議院の解散が予定されている日となってしまい、どうしても伺

うことができませんのでビデオメッセージをお贈りします。
日頃より高い志と強いリーダーシップで、地域経済の発展や充実した市民生活に寄与されている皆様に心か

ら敬意を表します。
私も横浜市議会議員を2期務めた後、国政に挑戦し、今日に至りますが、地方議員時代の経験や人脈が

私の政治家としての原点であります。
地方の活力なくして日本の活力なしと、その想いのもと国会議員として、地方の経済を元気にする、地方の

所得を増やす政策をライフワークとして取り組んできました。一つは、ふるさと納税。地方から都会に出てきてい
る人は、自分を育ててくれたふるさとに貢献をしたいという想いを抱えているに違いないと思い、総務大臣のとき
に温め続けていたふるさと納税を創設しました、200８ 年度にスタートした当時は、年間 ８１ 億円の利用でしたが、
制度を見直し、ワンストップ手続きができるようにした結果、昨年度初めて１兆円を超えました。ふるさと納税を
利用して自治体が創意工夫し、税収が増えた、新しい産業が生まれたなど、喜びの声が広がっております。
次にインバウンド。安倍政権で観光立国を掲げて取り組み、政権発足前 ８36 万人だったインバウンドは、コロ

ナ前 3200 万人にまで増加し、消費も１兆 ８00 億円から４兆 ８000 億円にまでなりました。コロナの影響で一時
は落ち込みましたが、昨年は2500 万人まで回復し、今年は過去最高を超える3500 万人に上る見込みです。
その消費額も円安を伴い、昨年 5兆 3000 億円を記録し、今年は7兆 2000 億円とも言われています。インバ
ウンドが増加した結果、二度と上がることがないと言われていた地方の地価が 3１ 年ぶりに上昇に転じました。
インバウンドは日本経済を支える大きな柱となっています。そして農林水産品の輸出も地方の稼ぐ力に貢献して
います。安倍政権で輸出本部を設置するなど強力に推進した結果、４500 億円だった輸出額は、昨年、１兆
４5４7 億円にまで増えました。インバウンドとの相乗効果で日本の農産品の魅力が世界各国に広がっています。
国としては、こうした取り組みを進めていますが、実際にそれぞれの地域の魅力を引き出し、活力を生み出

していくのは、本日会場におられます議長を先頭とした地方議員の皆さんです。
引き続き、それぞれの地域を前に進めていただくためにご尽力いただければと思います。私も全力で取り組

んでまいります。
結びに、今回を通じて関係各位の絆が一層深まるとともに、貴会の益々のご発展とご列席の皆様のご健勝

を祈念をしまして私の挨拶といたします。
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井
柳	

昨
年
の
地
方
自
治

法
の
改
正
で
地
方
議
会
の
役

割
、
議
員
の
職
務
が
明
確
化

さ
れ
た
が
、
地
方
議
会
は
投

票
率
の
低
下
や
無
投
票
当
選

の
増
加
、
性
別
や
年
齢
な
ど

議
員
構
成
の
偏
り
な
ど
課
題

を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
議
長
会
で
は
議
会
に

対
す
る
関
心
を
高
め
、
理
解

を
深
め
る
主
権
者
教
育
を
一

層
推
進
す
る
こ
と
や
出
前
講

座
や
模
擬
議
会
な
ど
議
会
自

ら
が
主
体
的
に
行
う
主
権
者

教
育
の
取
組
に
対
す
る
支
援

を
求
め
る
決
議
を
行
っ
た
。

主
権
者
教
育
の
歴
史
を
み

る
と
、
昭
和
44
年
の
文
部
省

の
高
等
学
校
向
け
の
政
治
的

教
養
と
政
治
的
活
動
に
関
す

る
通
知
で
は
学
園
紛
争
な
ど

が
あ
っ
た
背
景
か
ら
、
現
実

の
具
体
的
な
政
治
と
い
う
も

の
を
扱
う
際
は
慎
重
に
取
り

扱
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
選
挙
権
年
齢
が
18

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
平
成

27
年
の
文
科
省
通
知
で
現
実

の
具
体
的
な
政
治
的
事
象
も

取
り
扱
い
、
生
徒
が
国
民
投

票
の
投
票
権
や
選
挙
権
を
有

す
る
者
と
し
て
自
ら
の
判
断

で
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
を
行
う
こ

と
が
重
要
と
の
通
知
に
変

わ
っ
て
い
る
。

若
者
や
多
く
の
有
権
者
に

地
方
議
会
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
地
方
議
会
が
行
う

主
権
者
教
育
を
ど
の
よ
う
に

展
開
す
る
べ
き
か
。

土
山	

実
践
的
教
育
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
が
、
議
会

が
行
う
主
権
者
教
育
の
基
本

ス
タ
ン
ス
で
は
な
い
か
。
若

き
市
民
の
参
加
、
将
来
市
民

の
議
会
参
加
の
機
会
を
得
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
大
人

で
は
な
い
市
民
と
語
り
合
う

こ
と
で
議
会
と
議
員
が
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ
、
こ
ど

も
・
若
者
・
教
育
機
関
に
と

っ
て
も
学
び
と
い
う
機
会
に

す
る
こ
と
が
目
指
す
べ
き
と

こ
ろ
で
は
な
い
か
。

越
智	

若
者
は
政
治
や
社

会
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
の
か
。日
本
財
団
に
よ
る

「
18
歳
意
識
調
査（
２
０
２

４
）」
結
果
に
よ
る
と
、「
今

の
自
国
の
政
治
に
関
心
が
あ

る
か
」
と
の
質
問
で
「
あ
る・

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
あ
る
」

と
の
回
答
が
56
・
6
％
を
占

め
、政
治
や
選
挙
に
興
味
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
。ま
た

「
自
分
の
行
動
で
国
や
社
会

を
変
え
ら
れ
る
と
思
う
」
と

の
意
識
で
は
、諸
外
国
で
は

6
～
8
割
超
の
中
、日
本
は

45
・
8
％
と
諸
外
国
と
比
べ

て
低
い
が
、一
方
で
64
・
3
％

の
若
者
が
「
国
や
社
会
に
役

立
つ
こ
と
を
し
た
い
と
思

う
」
と
回
答
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
「
政
治
に

関
心
が
な
い
か
ら
選
挙
に
行

か
な
い
と
い
う
よ
り
、
ど
う

せ
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
の

若
者
の
意
識
傾
向
が
課
題
と

し
て
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
で
は
「
選
挙
に
行
こ

う
」
と
の
主
権
者
教
育
が
強

く
、
公
職
選
挙
法
な
ど
選
挙

制
度
の
話
が
中
心
。
政
治
的

中
立
の
観
点
か
ら
、
誰
を
ど

う
選
ん
で
い
け
ば
良
い
と
い

う
視
点
に
立
っ
た
テ
ー
マ
を

扱
う
の
は
困
難
な
状
況
。

学
校
で
は
、
有
利
な
内
申

点
を
取
る
た
め
に
生
徒
会
へ

参
加
す
る
現
象
も
あ
り
、
主

体
的
に
学
校
を
良
く
し
た
い

と
の
考
え
の
生
徒
が
減
っ
て

い
る
。
自
分
た
ち
の
力
や
地

域
全
体
で
政
治
や
社
会
を
変

え
る
と
の
力
が
弱
く
な
っ
て

き
て
い
る
背
景
が
あ
る
中

で
、
こ
の
状
況
を
変
え
る
た

め
、
議
員
と
若
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性

化
し
、
交
流
の
場
を
増
や
し

て
「
こ
ど
も
・
若
者
に4

何
か

し
て
い
く
」
と
の
視
点
で
は

な
く
、「
こ
ど
も・若
者
と4

何

か
し
て
い
く
」
と
い
う
視
点

が
重
要
で
は
な
い
か
。

渡
辺	

越
智
さ
ん
が
行
っ

て
い
る
主
権
者
教
育
を
取
材

し
た
際
、
松
山
市
内
の
私
立

女
子
高
校
で
初
め
て
授
業
を

受
け
持
つ
機
会
が
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
生
徒
た
ち
に
「
選

挙
に
行
く
人
は
い
る
か
」
と

問
い
か
け
た
が
、
35
人
中
手

を
挙
げ
た
の
は
た
っ
た
１
人

だ
っ
た
の
で
、
残
り
の
34
人

に
「
な
ぜ
、
行
か
な
い
の
」

か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
政
治

の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
、

私
が
誤
っ
た
判
断
で
投
票
し

て
、
そ
の
結
果
、
世
の
中
が

変
な
方
向
に
行
っ
た
ら
嫌
だ

か
ら
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

若
い
人
た
ち
は
政
治
に
関
心

が
な
い
か
ら
だ
ろ
う
な
と
思

い
込
ん
で
い
た
が
、
実
は
政

治
に
関
心
が
な
い
わ
け
で
は

な
く
、
ど
う
や
っ
て
政
治
を

知
り
、
政
治
と
繋
が
れ
ば
良

い
か
、
分
か
ら
な
い
だ
け
で

は
な
い
の
か
と
感
じ
た
。

遠
藤	

当
市
議
会
で
は
、

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
公
職
選
挙
法
改

正
の
折
、
当
時
の
議
長
か
ら

議
会
運
営
委
員
会
で
盛
岡
市

議
会
に
よ
る
主
権
者
教
育
と

し
て
▽
高
校
生
が
議
会
を
経

験
す
る
▽
議
員
に
と
っ
て
も

様
々
な
刺
激
を
得
る
機
会
―

と
し
て
、
高
校
生
議
会
の
開

催
を
検
討
し
て
欲
し
い
と
の

提
案
が
あ
り
、
平
成
29
年
に

第
１
回
を
開
催
し
た
。
以
来
、

令
和
２
年
（
コ
ロ
ナ
感
染
症

拡
大
防
止
）
を
除
い
て
４
回

の
高
校
生
議
会
を
開
催
。
3

井柳静岡大教授

井柳 美紀 氏 静岡大学人文社会科学部法学科教授
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「地方議会の課題と「地方議会の課題と主権者教育」主権者教育」（概要）（概要）
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つ
の
柱
を
掲
げ
「
次
代
を
担

う
高
校
生
が
選
挙
及
び
政
治

並
び
に
身
近
な
地
方
行
政
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
（
左
図
）
。

住
み
続
け
た
く
な
る
ま
ち

を
テ
ー
マ
に
市
政
の
課
題
を

事
前
学
習
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

意
見
を
発
表
す
る
中
で
議
員

も
高
校
生
と
意
見
交
換
を
通

し
て
一
緒
に
解
決
策
を
検
討

し
て
提
言
に
ま
と
め
て
い
る
。

終
了
後
に
は
、
高
校
生
か
ら

▽
市
政
に
関
心
を
持
っ
た
▽

議
会
の
役
割
が
理
解
で
き
た

―
と
の
感
想
が
、
教
師
か
ら

は
高
校
生
議
会
を
通
じ
て
生

徒
が
議
会
に
関
心
を
持
ち
、

格
段
に
理
解
を
深
め
た
と
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

井
柳	
次
に
、「
地
方
議
会

の
主
権
者
教
育
」
と
敢
え
て

「
地
方
議
会
」
を
つ
け
る
場

合
、ど
の
様
に
進
め
て
い
く
べ

き
か
と
の
議
論
を
掘
り
下
げ

た
い
。国
政
選
挙
や
首
長
選
挙

に
お
け
る
主
権
者
教
育
と
は

違
っ
た
や
り
方
が
地
方
議
会

の
主
権
者
教
育
に
は
必
要
に

な
る
の
で
は
な
い

か
。地
方
議
会
の

主
権
者
教
育
に
お

い
て
、何
が
重
要

な
の
か
と
い
う
こ

と
が
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
。主
権
者
教

育
と
の
観
点
か
ら
、

議
会
に
は
こ
う
い

う
こ
と
を
や
っ
て

欲
し
い
と
の
提
言

を
。私

は
統
一
地
方

選
挙
の
実
施
時
期

を
も
う
少
し
、
学
校
の
教
育

現
場
が
授
業
し
や
す
い
時
期

と
合
わ
せ
ら
れ
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

土
山	

市
民
と
の
柔
軟
な

話
し
合
い
の
機
会
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
行
政

よ
り
も
議
会
。
議
会
は
議
論

の
場
で
あ
る
の
で
、
結
論
を

出
す
こ
と
以
前
に
様
々
な
意

見
を
踏
ま
え
て
、
議
会
が
応

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
盛

岡
市
議
会
で
は
主
権
者
教
育

の
中
で
実
際
に
話
し
合
っ
て

ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
そ
の
よ
う
な

場
に
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。

ま
た
、
広
報
・
広
聴
・
報
告

な
ど
市
民
と
行
っ
て
い
る
話

し
合
い
の
機
会
を
幅
広
い
年

齢
層
へ
拡
大
す
る
こ
と
も
重

要
。正

し
い
回
答
が
な
い
中
で
、

自
分
た
ち
の
答
え
を
出
し
て

い
く
「
自
治
の
経
験
」
が
学

校
現
場
、
社
会
の
中
で
も
非

常
に
乏
し
い
中
、
こ
れ
ら
の

経
験
を
通
じ
て
一
人
一
人
の

意
見
を
尊
重
し
つ
つ
、
議
会

と
し
て
ど
の
様
に
考
え
る
の

か
や
り
取
り
を
し
て
、
一
般

質
問
な
ど
を
行
う
こ
と
が
市

民
参
加
の
形
と
し
て
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

遠
藤	

盛
岡
市
議
会
で
は
、

高
校
生
議
会
の
ほ
か
に
、
若

者
に
政
治
・
選
挙
・
地
方
行

政
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学

生
と
の
意
見
交
換
会
「
盛
岡

未
来
お
出
か
け
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
し
て
い
る
。

議
員
が
盛
岡
近
郊
（
盛
岡

市
、
滝
沢
市
）
の
大
学
に
出

向
き
学
生
と
意
見
交
換
を
行

う
も
の
で
、平
成
30
年
は「
あ

な
た
が
地
域
で
大
活
躍
す
る

た
め
に
」、令
和
4
年
は
「
盛

岡
市
の
20
年
後
の
未
来
」
を

テ
ー
マ
に
学
生
と
議
員
が
メ

ン
バ
ー
を
替
え
な
が
ら
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
対
話
を
重
ね

る
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
で

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
各
会

場
で
は
市
議
会
が
準
備
や
運

営
を
行
い
、
議
員
が
会
の
進

行
役
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

を
務
め
て
開
催
し
て
い
る
。

渡
辺	

二
元
代
表
制
と
か

議
会
の
在
り
方
や
議
員
は
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
な
ど
学

問
的
に
教
え
る
こ
と
は
、あ

ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
の
で

は
な
い
か
。「
議
員
さ
ん
は

議
場
か
ら
ま
ち
へ
出
よ
う
」

と
提
言
し
た
い
。先
ほ
ど
、学

校
教
育
の
現
場
に
行
っ
て
は

じ
め
て
高
校
生
は
私
が
考
え

て
い
た
よ
う
な
政
治
意
識
で

は
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
よ

う
に
、や
は
り
外
に
出
て
、

色
々
な
意
見
を
聴
く
こ
と
が

重
要
。

私
は
「
未
来
を
選
択
し
よ

う
」
と
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
掲

げ
て
出
前
授
業
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
盛
岡
市
の

隣
町
の
矢
巾
町
で
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
。
矢
巾
町

は
、
地
域
の
未
来
像
「
50
年

先
の
未
来
」
を
考
え
よ
う

と
、
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ

ン
の
視
点
で
、
幅
広
い
町
民

を
募
っ
て
定
期
的
に
意
見
交

換
を
行
い
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
た
水
道
料
金
の
値

上
げ
に
つ
い
て
議
論
し
て
解

決
し
て
い
っ
た
。
同
じ
よ
う

な
取
組
は
吹
田
市
、
京
都
市
、

宇
治
市
、
松
本
市
な
ど
行
政

主
導
で
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
取
組
を
議
会
が
積
極
的

に
色
々
な
市
民
を
集
め
て
、

実
際
に
意
見
を
聴
い
て
、
議

会
と
し
て
提
案
し
て
実
現
す

る
こ
と
。
例
え
ば
高
校
生
か

ら
「
駐
輪
場
が
足
り
な
い
の

で
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い

か
」
と
の
意
見
が
出
た
と
す

る
。
こ
れ
を
「
駐
輪
場
を
作

ろ
う
」
と
議
会
か
ら
提
案
し

て
実
現
す
る
こ
と
で
、
高
校

生
た
ち
は
「
変
わ
っ
た
！
」

と
い
う
こ
と
を
体
験
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
実
践
を
や
っ
て

欲
し
い
と
思
う
。

し
か
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が

必
要
な
の
で
、
自
治
体
の
規

模
に
よ
っ
て
で
き
る
で
き
な

い
で
は
な
く
、
全
国
共
通
の

で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
共
有

す
る
こ
と
で
、
実
践
事
例
を

報
告
し
合
い
な
が
ら
進
め
れ

ば
良
い
の
で
は
な
い
か
。

井
柳	

駐
輪
場
の
問
題
な

ど
地
域
の
事
例
を
取
り
上
げ

遠藤議長（盛岡市）

渡辺読売新聞記者

///  盛岡市議会高校生議会の開催目的  //////  盛岡市議会高校生議会の開催目的  ///
次代を担う高校生が選挙及び政治並びに次代を担う高校生が選挙及び政治並びに
身近な地方行政への関心を高めること身近な地方行政への関心を高めること

1 盛岡市議会として主権者教育に取り組むものであること1 盛岡市議会として主権者教育に取り組むものであること
➡➡  第１回から、盛岡市議会主催により開催。第１回から、盛岡市議会主催により開催。
 参加者は高校生 参加者は高校生と盛岡市議会議員と盛岡市議会議員

2 議会の役割を理解し、市の施策を身近に感じる機会であること 2 議会の役割を理解し、市の施策を身近に感じる機会であること 
➡ 高校生が１日の行事を通じて、定例会の議案審査の流れ➡ 高校生が１日の行事を通じて、定例会の議案審査の流れ

を疑似的に体験を疑似的に体験
3 議員が高校生と直接交流する場であること 3 議員が高校生と直接交流する場であること 

➡ 高校生と市議会議員が、市政の課題について意見交換➡ 高校生と市議会議員が、市政の課題について意見交換
し、提言をまとめるし、提言をまとめる
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ら
れ
て
い
た
が
、
例
え
ば
ド

イ
ツ
な
ど
政
治
、
シ
チ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
に
熱
心
な
国
で

は
、
メ
デ
ィ
ア
が
地
域
の
課

題
な
ど
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供

し
て
、
学
校
の
先
生
が
利
用

し
易
い
環
境
も
あ
る
が
、
地

域
の
課
題
や
教
材
を
使
っ
た

授
業
な
ど
を
や
り
易
く
す
る

環
境
の
整
備
は
可
能
か
。

渡
辺	

メ
デ
ィ
ア
は
色
々

な
デ
ー
タ
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
枠
組
み
を
き
ち
ん
と
投

げ
か
け
て
も
ら
え
ば
検
討
す

る
と
思
う
。

越
智	

例
え
ば
、
ス
ポ
ー

ツ
で
も
、
ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

実
践
で
や
っ
て
み
な
い
と
楽

し
さ
は
わ
か
ら
な
い
と
思
う
。

実
際
に
議
場
に
足
を
運
ん
で

こ
ど
も
た
ち
が
体
験
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
実
際
に
そ

の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
結
果

が
変
わ
っ
た
り
、
変
わ
る
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
経
験
を

小
さ
い
頃
か
ら
ど
れ
だ
け
積

め
る
か
が
大
事
で
、
こ
う
し

た
経
験
や
感
覚
を
掴
ん
で
い

く
こ
と
が
、
地
方
議
会
の
主

権
者
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

渡
辺	

私
が
行
っ
た
授
業

の
後
に
「
今
の
国
政
に
関
心

が
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
く
と

「
あ
る
、
あ
る
程
度
あ
る
」

と
の
回
答
が
60
％
を
占
め
、

「
選
挙
が
あ
れ
ば
投
票
に
行

き
ま
す
か
」
と
聞
く
と
82
％

が
「
行
く
」
と
答
え
て
い

る
。
こ
れ
を
ク
ロ
ス
集
計
す

る
と
、
「
投
票
に
行
く
」
と

答
え
た
生
徒
は
左
図
の
赤
枠

の
と
お
り
、
7
割
が
「
政
治

は
変
え
ら
れ
る
」
と
の
意
識

を
持
っ
て
い
る
。
一
方
「
行

か
な
い
」
と
答
え
た
生
徒
は

4
割
弱
し
か
政
治
は
変
え
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
な
い
。
つ

ま
り
、
自
分
の
意
見
が
活
か

さ
れ
、
議
会
や
行
政
が
そ
れ

を
実
現
し
て
く
れ
る
と
の
体

も
の
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
明
記

さ
れ
た
。
社
会
の
変
化
に
対

応
し
て
、
こ
ど
も
計
画
を
つ

く
る
と
き
、
こ
ど
も
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、

こ
ど
も
と
一
緒
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
生
の
声
を
聞
く

機
会
を
多
く
作
っ
て
い
く
仕

掛
け
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
。

渡
辺	

議
会
が
行
う
主
権

者
教
育
で
は
、
学
校
単
位
だ

け
で
な
く
、
地
域
単
位
で
世

的
に
政
策
提
言
等
に
繋
が
れ

ば
と
期
待
し
て
い
る
。

土
山	

地
域
社
会
の
様
々

な
争
点
を
提
起
し
て
、議
論

し
て
、そ
れ
に
対
し
て
何
ら

か
の
意
思
を
形
成
す
る
こ
と

が
議
会
が
持
つ
政
策
の
過
程
。

そ
の
場
を
市
民
や
若
き
市
民

に
も
開
い
て
い
く
こ
と
が
重

要
。高
校
生
議
会
、高
校
生
モ

ニ
タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、例

え
ば
、駅
前
再
開
発
に
高
校

生
か
ら
も
話
を
聴
き
、様
々

な
意
見
を
踏
ま
え
て
結
論
を

出
し
て
い
く
過
程
を
見
え
る

化
し
て
、こ
ど
も
も
含
め
た

様
々
な
人
の
関
わ
り
を
得
る

こ
と
が
大
切
。

井
柳	

主
権
者
教
育
と
い

う
の
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
確

立
し
た
内
容
や
方
法
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
も

現
状
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

地
方
議
会
の
主
権
者
教
育
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ

き
か
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
作

っ
て
い
く
も
の
か
と
思
う
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
上
で

の
一
つ
の
材
料
と
な
れ
ば
と

思
う
。

験
を
す
る
こ
と
が
投
票
に
繋

が
る
。
学
問
的
に
知
識
を
入

れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
の
意
見
で
世
の
中
は
変
え

ら
れ
る
と
い
う
経
験
を
積
む

こ
と
が
重
要
。

井
柳	

将
来
の
有
権
者
で

あ
る
こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
の
理
解
も
重
要
だ

と
思
う
の
で
、
大
人
を
対
象

と
し
た
提
言
を
。

越
智	

私
た
ち
は
活
動
の

中
で
こ
ど
も
た
ち
に
「
選
挙

に
行
こ
う
」
と
促
し
て
い
な

い
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

く
れ
る
小
学
生
が
「
楽
し

い
！
ま
た
来
た
い
」
と
思
っ

て
く
れ
る
の
が
ゴ
ー
ル
。
一

回
の
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
継
続
し
て
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
。

こ
ど
も
・
若
者
「
に
」
機

会
を
作
る
の
で
は
な
く
、
こ

ど
も
・
若
者
「
と
」
一
緒
に

機
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
は
な
い
か
。

去
年
、
こ
ど
も
基
本
法
が

制
定
さ
れ
、
第
11
条
に
国
及

び
地
方
公
共
団
体
は
こ
ど
も

施
策
を
策
定
し
、
評
価
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
こ
ど

代
も
違
っ
た
様
々
な
職
種
や

色
々
な
人
を
集
め
て
、
地
域

と
し
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
例
え
ば
50
年
後
の
市
を

考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
を
通
じ
て
出
さ
れ
た
意
見

を
議
会
の
提
案
で
予
算
を
つ

け
て
実
現
す
る
。
年
代
や
立

場
に
よ
っ
て
求
め
る
政
策
は

違
う
の
で
、
考
え
が
違
う
人

が
一
緒
に
意
見
交
換
す
る
こ

と
で
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
ど
れ
を
優
先
す
る
か
。
こ

れ
こ
そ
民
主
主
義
的
な
や
り

方
を
自
然
と
身
に
付
け
ら
れ

る
。遠

藤	

高
校
生
議
会
を
通

じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
若
者

が
市
政
に
関
心
を
持
ち
、
議

会
の
役
割
を
理
解
し
て
、
議

員
や
政
治
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
た
こ
と
が
こ
と
が
大

き
な
成
果
。
こ
れ
ら
の
取
組

が
若
者
の
社
会
参
画
や
政
治

参
画
に
繋
が
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
議
員
は

若
者
と
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
生
の
声
を
聴
く
こ
と
で
刺

激
を
受
け
、
若
者
の
考
え
方

や
視
点
の
違
い
な
ど
が
得
ら

れ
た
こ
と
が
大
き
い
。
結
果

どうやってする？カギは「自分たちの行動で、国や社会を変えられる」どうやってする？カギは「自分たちの行動で、国や社会を変えられる」
感覚を持つこと感覚を持つこと
感覚を持つため大事なポイント感覚を持つため大事なポイント

こども・若者「に」機会を作るのこども・若者「に」機会を作るの
ではなくではなく
こども・若者「と」機会を作るここども・若者「と」機会を作るこ
とが大事とが大事

「社会をつくる」という過程の「社会をつくる」という過程の
中に、こども・若者主導の場面中に、こども・若者主導の場面
があることが大事があることが大事
例：ロジャーハートの参画のはしご例：ロジャーハートの参画のはしご

⑧こども主導の活動に大人も巻⑧こども主導の活動に大人も巻
き込むき込む

⑦こども主導の活動⑦こども主導の活動

③形式的参画③形式的参画
②お飾り参画②お飾り参画
①操り参画①操り参画

⑥大人主導で意思決定にこども⑥大人主導で意思決定にこども
も参画も参画

⑤大人主導でこどもの意見提供⑤大人主導でこどもの意見提供
ある参画ある参画

④与えられた役割の内容を認識④与えられた役割の内容を認識
した上での参画した上での参画

非参画

参画の階段

「投票に行く？」×「政治は変えられる？」
■政治変えられる	 ■どちらかといえば
■どちらかといえば2	 ■変えられない	 ■答えない

8 28 40 24

投票行く
22 49 25 4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

行かない 「政治は変えられる」	意識

何が投票を促すのか
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い
た
だ
け
た
の
で
非
常
に
良

か
っ
た
」
と
好
意
的
な
感
想

を
い
た
だ
き
、
中
に
は
「
将

来
政
治
家
に
な
り
た
い
」
と

い
う
非
常
に
頼
も
し
い
感
想

も
あ
っ
た
。議
員
か
ら
も「
高

校
生
が
真
剣
に
取
り
組
む
姿

に
感
動
し
た
」「
高
校
生
の
声

を
直
接
聞
け
る
良
い
機
会
な

の
で
今
後
も
開
催
し
て
い
き

た
い
」
な
ど
積
極
的
な
意
見

が
出
た
。

四
日
市
市
「
出
張
意
見
交

換
会	『
ワ
イ
！
ワ
イ
！
Ｇ
Ｉ

Ｋ
Ａ
Ｉ
』」

諸
岡　

当
市
議
会
で
は
、

若
者
を
対
象
に
学
校
な
ど
へ

出
張
形
式
で
意
見
交
換
会
を

白鳥前議長（伊那市）

主
権
者
教
育
の

主
権
者
教
育
の

取
組
事
例
紹
介

取
組
事
例
紹
介 河村東北大学准教授

河
村　

主
権
者
教
育
は
、

民
主
主
義
の
基
盤
を
造
る
た

め
の
重
要
な
取
組
で
あ
る
。

し
か
し
、
主
権
者
教
育
と

い
う
と
一
方
的
に
知
識
を
教

え
る
形
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
。
た
だ
の
授
業
で

は
な
く
参
加
し
て
経
験
し
、

議
会
と
直
接
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

様
々
な
形
で
議
会
や
一
般

の
方
々
が
も
っ
と
主
権
者
教

育
の
担
い
手
に
な
れ
ば
、よ
り

未
来
の
有
権
者
た
ち
を
育
て
、

地
域
に
愛
着
を
持
っ
て
参
画

す
る
有
権
者
を
増
や
し
て
い

け
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
経
済
学
者
の
ア
ル

バ
ー
ト
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
に

よ
る
と
「
右
肩
下
が
り
の
地

域
や
組
織
、
そ
こ
の
構
成
員

伊
那
市
「
高
校
生
の
議
会

傍
聴
と
意
見
交
換
」

白
鳥　
伊
那
市
で
は
平
成

30
年
の
市
議
会
議
員
選
挙
が

無
投
票
と
な
っ
た
こ
と
で
議

員
の
な
り
手
不
足
に
危
機
感

を
抱
き
、
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
高
校
生
に
議
会
を
傍

聴
し
て
も
ら
い
、
意
見
交
換

を
す
る
取
組
を
開
始
し
た
。

意
見
交
換
の
流
れ
は
、
生

徒
代
表
か
ら
学
校
の
探
究
の

時
間
で
の
取
組
を
発
表
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
生
徒
と

議
員
そ
れ
ぞ
れ
３
～
４
人

ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
討
議
を
行
い
、
各
グ
ル
ー

プ
の
議
員
代
表
が
討
議
の
結

果
を
発
表
す
る
。
そ
し
て
最

後
は
高
校
生
に
感
想
を
述
べ

て
い
た
だ
く
。

高
校
生
か
ら
は
「
初
め
て

の
経
験
だ
っ
た
の
で
緊
張
し

た
が
、
自
分
の
意
見
を
言
う

こ
と
が
で
き
、
伊
那
市
の
こ

と
も
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き

た
」「
親
身
に
話
を
聞
い
て
も

ら
え
た
上
に
ア
ド
バ
イ
ス
も

生徒の取組発表（3～4人）生徒の取組発表（3～4人）
　　↓　　↓
各グループ討議（生徒・議員）各グループ討議（生徒・議員）
　　↓　　↓
グループ討議の発表（グループの議員代表）グループ討議の発表（グループの議員代表）
　　↓　　↓
生徒との感想発表（全員）生徒との感想発表（全員）

高校生との意見交換会の流れ高校生との意見交換会の流れ

☑☑３グループに分かれて、３グループに分かれて、
　それぞれのテーマについてグループディスカッション　それぞれのテーマについてグループディスカッション
☑☑その後、各グループからディスカッションの内容と感想を発表その後、各グループからディスカッションの内容と感想を発表

の
人
た
ち
は
声
を
上
げ
る
か

出
て
行
く
し
か
な
い
」
と
い

う
。
声
を
上
げ
る
と
は
、
選

挙
で
投
票
す
る
こ
と
で
、
出

て
い
く
と
は
都
会
へ
行
く
こ

と
。
地
域
へ
の
愛
着
や
自
分

た
ち
の
声
が
通
っ
た
と
い
う

達
成
感
が
あ
れ
ば
、
都
会
に

出
て
い
か
ず
地
元
に
残
っ
て

声
を
上
げ
る
選
択
肢
を
取
る

の
だ
と
い
う
。

つ
ま
り
、
主
権
者
教
育
は
、

地
域
へ
の
愛
着
や
想
い
を
育

む
過
程
で
も
あ
る
。
そ
こ
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

行
う
「
ワ
イ
！
ワ
イ
！
Ｇ
Ｉ

Ｋ
Ａ
Ｉ
」
を
令
和
4
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
。

こ
れ
は
従
前
か
ら
の
シ

テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
議
会

報
告
会
の
参
加
者
の
減
少
・

固
定
化
を
受
け
、
危
機
感
を

抱
き
、
新
た
な
取
組
と
し
て

開
始
し
た
も
の
。

当
日
の
流
れ
は
、
議
員
と

生
徒
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
議
論

の
成
果
と
感
想
を
生
徒
か
ら

発
表
。後
日
、休
会
中
の
所
管

事
務
調
査
を
開
催
し
、
テ
ー

マ
ご
と
に
生
徒
か
ら
の
意
見

を
整
理
し
、
今
後
の
議
会
で

の
議
論
に
ど
う
活

用
し
て
い
く
の
か

を
確
認
し
た
。

さ
ら
に
後
日
、

開
催
校
の
生
徒
が

授
業
の
一
環
で
市

議
会
を
訪
問
、
傍

聴
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
は
当
初
想
定

し
て
い
な
か
っ
た

嬉
し
い
成
果
。

ま
た
、
特
別
支

援
学
校
か
ら
も

「
ワ
イ
！
ワ
イ
！

は

じ

め

に

は

じ

め

に

第 2 日目 10 月 10 日 木課 題 討 議
河村 和徳 氏 東北大学大学院情報科学研究科准教授

白鳥 敏明 氏 伊那市議会前議⾧

諸岡 　覚 氏 四日市市議会議員（第83代議⾧）

服部 香代 氏 山鹿市議会議⾧

（本文中は敬称略）

コーディネーター

事 例 報 告 者

※図表は、会合中の資料をもとに作成

「主権者教育の取組報告「主権者教育の取組報告」」（概要）（概要）
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Ｇ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
を
実
施
し
て

ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
り
、

そ
の
際
は
言
葉
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
生

徒
が
い
る
こ
と
に
配
慮
し
、

投
票
方
法
に
つ
い
て
の
動
画

を
見
た
り
、
選
挙
ポ
ス
タ
ー

作
り
体
験
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
学
校
側
の
意

向
、
ま
た
は
生
徒
の
意
見
を

尊
重
し
て
様
々
な
形
式
で
開

催
し
て
お
り
、
決
ま
っ
た
形

に
捉
わ
れ
な
い
取
組
を
進
め

て
い
る
。

ま
た
、
今
年
は
初
め
て
の

試
み
と
し
て
商
工
会
議
所
青

年
部
の
社
会
人
を
対
象
に
行

う
予
定
。
今
後
も
様
々
な
層

の
若
者
と
の
交
流
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

当
市
で
は
高
校
生
議
会
も

実
施
し
て
お
り
、
事
前
に
議

長
の
立
候
補
を
募
っ
て
生
徒

た
ち
の
投
票
で
議
長
を
決
め

た
り
、
委
員
会
ご
と
に
テ
ー

マ
別
の
議
論
を
す
る
な
ど
本

格
的
な
形
式
で
行
っ
て
い
る
。

最
後
は
意
見
書
が
採
決
さ
れ
、

四
日
市
市
議
会

議
長
に
提
出
さ

れ
る
。

最
後
に
、
本

市
議
会
で
は
小

中
学
生
を
対
象

と
し
た
取
組
と

し
て
、「
よ
っ
か

い
ち
市
議
会
だ

よ
り
＃
（
ハ
ッ

シ
ュ
タ
グ
）
こ

ど
も
号
」
を
毎

年
７
月
初
め
に

発
行
、
市
内
の

全
小
中
学
生
に

シチズンシップ教育で使用した絵本（山
鹿市議会）

配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
夏

休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
、
イ
ラ

ス
ト
や
写
真
を
多
用
し
て
わ

か
り
や
す
く
議
会
を
説
明
し

て
い
る
。
同
時
に
、
夏
休
み

中
に
小
学
生
が
議
会
を
訪
れ

て
議
場
を
見
学
し
た
り
、
予

定
が
合
え
ば
議
長
や
副
議
長

と
も
会
っ
て
話
も
で
き
る
な

ど
の
試
み
も
行
っ
て
い
る
。

我
々
も
主
権
者
教
育
は
ま

だ
手
探
り
の
状
況
。
主
権
者

の
皆
さ
ん
に
色
々
な
事
を
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
共
に
考

え
、
学
び
、
歩
ん
で
い
き
た

い
。山

鹿
市
「
小
学
生
へ
の
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
室
」

服
部　

当
市
議
会
で
は
、

議
会
の
仕
事
に
つ
い
て
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
課
題
が
あ
り
、
議
員

の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て
も

議
会
の
役
割
が
理
解
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
る

と
推
測
。ま
た
、投
票
率
の
低

下
に
も
危
機
感
を
抱
き
、
若

い
世
代
の
投
票
率
を
上
げ
な

け
れ
ば
更
に
低
下
す
る
と
予

測
し
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
政

治
に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と

の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
た
。

そ
こ
で
、
市
議
会
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
小
学
校
へ
出
向
い
て

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
室
を
開

催
。
議
員
の
仕
事
や
議
会
の

役
割
、
選
挙
の
意
義
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

更
に
、
地
域
の
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に

も
協
力
し
て
も
ら
い
、
子
ど

も
た
ち
の
投
票
結
果
に
よ
っ

て
展
開
が
変
わ
る
絵
本
「
ポ

リ
ポ
リ
村
の
み
ん
し
ゅ
し
ゅ

ぎ
」
を
使
っ
て
投
票
の
大
切

さ
や
政
治
と
暮
ら
し
は
密
着

し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
で
も

ら
っ
た
。

授
業
を
受
け
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
、「
議
員
の
仕
事
が

良
く
分
か
っ
た
」「
１
票
の
大

切
さ
を
知
れ
た
」「
地
域
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
る
人
が
い

る
こ
と
を
知
れ
た
」
な
ど
の

好
意
的
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

議
会
へ
の
理
解
が
進
ん
だ
。

ま
た
、
協
力
い
た
だ
い
た

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
は
各
地
で
本
市
議

会
の
取
組
を
広
め
て
い
た
だ

き
、
議
会
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
も
繋
が
っ
た
。

民
主
主
義
は
一
朝
一
夕
に

は
育
ま
れ
な
い
も
の
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
主
権
者
教
育

を
通
じ
て
そ
れ
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
な
り
手
不
足
解
消
、

政
治
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に

繋
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

河
村　
お
三
方
は
、
主
権

者
教
育
と
は
言
っ
て
も
一
方

的
に
教
え
る
だ
け
で
は
な
く

学
び
合
っ
た
り
、
さ
ら
に
情

報
公
開
や
公
聴
な
ど
、
開
か

れ
た
議
会
に
つ
な
が
る
取
組

を
行
っ
て
い
る
。
選
挙
権
年

齢
よ
り
下
の
世
代
の
子
ど
も

た
ち
に
も
耳
を
傾
け
議
論
す

る
、
そ
の
よ
う
な
取
組
こ
そ

が
主
権
者
教
育
だ
と
い
う
形

で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
主

権
者
教
育
と
は
我
々
の
考
え

る
「
教
育
」
と
は
異
な
る
こ

と
が
見
え
て
く
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

組
に
や
は
り
成
果
も
あ
る
が

課
題
も
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
こ
を
も
う
少
し
深
掘
り
を

し
て
い
き
た
い
。
ご
意
見
い

た
だ
け
れ
ば
。

諸岡元議長（四日市市）

ギカイを知ろう

１　議会と児童会
２　議員の仕事
３　山鹿市議会について
４　「ポリポリ村のみんしゅしゅぎ」を使って
　　　投票　➡　開票　➡　結果
５　自分たちのまちの決まりは自分たちで決めよう
６　議員になったワケ
７　あなたも議員になれる！
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服部議長（山鹿市）

取
組
の
成
果
と
課
題

取
組
の
成
果
と
課
題

白
鳥　
高
校
生
か
ら
「
議

員
と
意
見
交
換
す
る
大
切
さ

を
を
知
っ
た
」
と
の
感
想
や
、

今
度
は
意
見
交
換
の
場
を
議

員
か
ら
だ
け
で
は
な
く
自
分

た
ち
か
ら
呼
び
か
け
た
い
と

い
う
積
極
的
な
意
見
も
い
た

だ
い
た
。

ま
た
、
意
見
交
換
会
に
参

加
し
た
高
校
生
か
ら
市
の
子

育
て
環
境
の
改
善
に
関
す
る

請
願
を
出
し
て
い
た
だ
き
、

全
会
一
致
で
採
択
、
市
長
部

局
に
提
案
し
た
。

他
に
も
高
校
校
舎
の
避
難

所
と
し
て
の
活
用
や
通
学
路

の
街
灯
増
設
、
高
校
の
最
寄

り
駅
で
の
再
開
発
に
伴
う
若

者
の
居
場
所
づ
く
り
な
ど
多

く
の
提
案
を
い
た
だ
い
た
。

こ
う
し
た
生
徒
た
ち
か
ら
の

声
は
議
会
を
通
じ
て
執
行
部

に
改
善
の
提
案
を
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
に
生
の
声
で
様
々

な
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

一
つ
の
成
果
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

議
会
に
対
す
る
意
見
と
し

て
は
、
議
会
だ
よ
り
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
活
用
な
ど
議
会
の
情
報
発

信
の
強
化
、
議
事
録
の
読
み

や
す
さ
向
上
な
ど
に
つ
い
て

提
案
を
い
た
だ
い
た
。

議
会
と
し
て
も
若
者
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に

様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
お
り
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

諸
岡　
「
ワ
イ
！
ワ
イ
！

Ｇ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
で
は
、
参
加

し
た
議
員
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
で
生
徒
と
対
話
し
、
様
々

な
議
員
と
意
見
交
換
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
議
員
の

イ
メ
ー
ジ
が
一
つ
に
固
ま
る

こ
と
な
く
、
様
々
な
考
え
を

も
っ
た
議
員
が
い
る
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
。

ま
た
、
昨
年
は
有
権
者
で

は
な
い
市
内
の
大
学
の
外
国

人
留
学
生
を
対
象
に
開
催
し

た
が
、
市
の
掲
示
物
に
つ
い

て
「
丁
寧
な
日
本
語
は
逆
に

分
か
り
に
く
い
」
な
ど
、
日

本
人
だ
け
の
視
点
で
は
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
非
常
に
勉
強
に
な
っ

た
。議

員
も
若
者
も
一
つ
の
塊

で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ひ

と
り
違
う
。
ひ
と
か
た
ま
り

で
捉
え
て
し
ま
う
と
声
の
大

き
い
、
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
の

意
見
し
か
入
っ
て
こ
な
い
。

一
人
一
人
の
声
を
聴
い
て
吸

い
上
げ
る
姿
勢
を
議
会
が
見

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
権

者
が
政
治
に
目
を
向
け
る
の

で
は
な
い
か
。

主
権
者
教
育
も
た
だ
決

ま
っ
た
こ
と
を
教
え
る
の
で

は
な
く
、
相
手
の
望
む
こ
と

を
可
能
な
限
り
実
現
さ
せ
て

い
く
ス
タ
ン
ス
を
強
め
て
い

1 災害時に高校校舎を避難所へ使用する提案1 災害時に高校校舎を避難所へ使用する提案
 ➡ 市教委を通じて県教委へ今後の検討課題に ➡ 市教委を通じて県教委へ今後の検討課題に
2 市の子育て環境改善の請願2 市の子育て環境改善の請願
 ➡ 本会議で全会一致で採択 ➡ 本会議で全会一致で採択
3 通学路の安全のため街灯増設の提案 3 通学路の安全のため街灯増設の提案 
 ➡ 担当常任委員会で現地確認、執行部へ改善要望提出 ➡ 担当常任委員会で現地確認、執行部へ改善要望提出

意見交換会に参加した高校生から意見交換会に参加した高校生から
伊那市議会への提案伊那市議会への提案

河
村　
こ
こ
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
事
例
の
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
が
、
最
後
に
知
識
・

経
験
を
共
有
し
て
い
く
上
で
、

今
後
ど
の
よ
う
に
主
権
者
教

育
を
展
開
し
て
い
け
ば
良
い

か
、提
言・ご
意
見
を
伺
い
た

い
。白

鳥　
伊
那
市
で
は
毎
年
、

中
学
二
年
生
を
対
象
に
「
中

学
生
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
」
と

い
う
地
域
の
企
業
や
団
体
を

知
り
、
中
学
生
が
将
来
の
進

路
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
地

元
就
職
に
つ
い
て
検
討
す
る

き
っ
か
け
を
狙
っ
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
る
。

本
市
議
会
も
昨
年
か

ら
出
展
し
て
お
り
、
生

徒
た
ち
の
興
味
の
あ
る

も
の
を
題
材
に
選
挙
を

行
う
「
中
２
興
味
あ
る

あ
る
選
挙
」
を
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、
中
学
生

と
議
員
と
の
懇
談
、
市

議
会
の
役
割
等
に
関
す

る
冊
子
の
配
布
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。

く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

服
部　
小
学
生
へ
の
シ
チ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
で
は
投
票

結
果
で
展
開
が
変
わ
る
絵
本

を
使
用
し
た
が
、
一
部
の
ク

ラ
ス
で
は
理
路
整
然
と
し
た

発
言
を
す
る
生
徒
に
大
半
が

引
っ
張
ら
れ
、
投
票
結
果
が

大
き
く
偏
っ
て
し
ま
う
事
態

が
起
き
た
。「
あ
の
子
が
こ
う

言
う
か
ら
、
み
ん
な
が
こ
う

言
う
か
ら
本
心
と
違
う
方
に

投
票
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い

う
児
童
も
い
た
。
そ
の
よ
う

に
周
囲
の
意
見
と
自
分
の
意

見
の
狭
間
で
揺
れ
る
よ
う
な

体
験
も
き
っ
と
心
に
残
る
と

思
う
し
、
民
主
主
義
を
学
ぶ

過
程
で
は
必
要
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
の
主
権
者
教

育
で
は
、
ル
ー
ル
を
作
る
体

験
も
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

主
権
者
教
育
に
お
い
て
、

議
員
が
自
分
の
言
葉
で
や
り

が
い
を
語
り
、
仕
事
の
体
験

を
語
る
こ
と
は
議
員
に
し
か

で
き
な
い
。
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
で
訪
れ
た
学
校
で
は
、

議
員
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い

児
童
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

実
際
に
議
員
に
会
う
だ
け
で

も
「
政
治
に
触
れ
る
」
と
い

う
体
験
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
多
く
の
児
童
た
ち

が
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の

授
業
に
つ
い
て
、
家
に
帰
っ

て
か
ら
家
族
に
話
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
彼
ら
が

家
族
と
投
票
に
つ
い
て
話
し

て
い
て
く
れ
れ
ば
、
そ
れ
が

政
治
参
加
へ
の
第
一
歩
に
な

る
は
ず
。

主
権
者
教
育
は
広
報
・
広

聴
の
究
極
と
も
言
わ
れ
る
。

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
民
主
主

義
の
仕
組
み
を
学
び
、
体
験

す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

中学生キャリアフェスでの議員との懇談（伊那市）

今
後
の
展
望・提
言

今
後
の
展
望・提
言
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近
年
、
伊
那
市
で
は
市
議

選
で
の
立
候
補
者
が
増
え
て

い
る
。
平
成
30
年
の
選
挙
で

は
無
投
票
だ
っ
た
が
、
令
和

４
年
の
際
は
定
数
21
人
に
対

し
27
人
が
立
候
補
し
た
。
議

会
を
活
発
化
し
、
市
民
に
理

解
を
い
た
だ
き
、
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動

を
今
後
も
進
め
て
い
き
た
い
。

諸
岡　
四
日
市
市
議
会
と

し
て
の
見
解
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
私
個
人
の
発
言
だ
が
、

主
権
者
教
育
と
は
模
擬
投
票

だ
け
で
は
な
く
、
な
り
手
不

足
へ
の
対
応
と
し
て
立
候
補

体
験
の
よ
う
な
取
組
が
進
ん

で
い
く
と
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
ま
た
、
市
が
主

催
す
る
政
党
色
の
無
い
政
治

塾
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と

よ
い
の
で
は
。

自
分
が
政
治
の
中
に
入
っ

て
、そ
の
楽
し
さ
、素
晴
ら
し

さ
を
体
験
し
、
こ
う
い
う
風

に
世
の
中
を
変
え
ら
れ
る
ん

だ
と
感
じ
て
も
ら
う
よ
う
な

取
組
が
も
っ
と
進
ん
で
い
っ

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

ま
た
、
四
日
市
市
の
高
校

生
議
会
で
は
学
生
た
ち
の
中

結

び

に

結

び

に

河
村　
主
権
者
教
育
と
は
、

単
に
投
票
の
や
り
方
を
教
え

る
の
み
に
限
ら
ず
、
次
の
世

代
に
民
主
主
義
を
引
き
継
い

で
い
く
活
動
だ
と
い
う
こ
と

が
本
日
の
課
題
討
議
で
見
え

て
き
た
か
と
思
う
。

各
地
域
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
、
自
治
体
の
事
情
に
合

わ
せ
て
挑
戦
す
る
こ
と
を
主

権
者
教
育
で
も
行
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
。

か
ら
高
校
生
議
長
に
立
候
補

い
た
だ
き
、
当
日
の
議
長
を

決
め
て
い
る
が
、
そ
の
議
長

選
の
際
に
も
素
晴
ら
し
い
演

説
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

立
候
補
し
て
当
選
し
た
学
生

に
も
、
落
選
し
た
学
生
に
も

い
い
経
験
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
。

政
治
の
中
に
入
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
い
か
に
取
り
組

ん
で
い
け
る
か
、
こ
れ
が
重

要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

服
部　
市
の
主
権
者
教
育

の
取
組
を
小
学
校
だ
け
で
は

な
く
中
学
校
に
も
広
げ
て
い

き
た
い
。
内
容
は
全
く
違
っ

た
も
の
を
考
え
て
お
り
、
例

え
ば
中
学
校
の
校
区
の
地
図

を
使
っ
て
「
校
区
の
中
に
公

園
を
作
る
な
ら
ど
こ
が
良
い

か
」
な
ど
、
予
算
な
ど
も
考

高校生議長から意見書提出（四日市市議会）

一
方
、
世
論
調
査
に
よ
る

と
、
地
方
自
治
体
で
意
思
決

定
を
行
う
の
が
首
長
だ
と

思
っ
て
い
る
方
が
非
常
に
多

く
、
主
権
者
教
育
の
一
環
と

し
て
二
元
代
表
制
の
意
味
に

つ
い
て
伝
え
る
場
も
必
要
で

は
な
い
か
。
是
非
作
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

四
日
市
市
の
取
組
に
も

あ
っ
た
、
多
様
な
層
の
若
者

の
意
見
を
聴
き
、
ま
た
若
者

に
限
ら
ず
政
策
課
題
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
の
意
見
を

聴
く
と
い
う
こ
と
は
、
多
様

な
意
見
を
確
保
で
き
る
と
い

う
こ
と
。
こ
の
仕
組
み
を
使

え
ば
、就
職・進
学
を
機
に
県

外
へ
出
て
行
っ
て
し
ま
う
よ

う
な
方
々
の
意
見
を
聴
く
こ

と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。

主
権
者
教
育
の
枠
組
み
を

使
っ
て
多
様
な
意
見
を
集
約

す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は

と
い
う
将
来
性
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
と
思
う
の
で
、
非

常
に
有
意
義
な
時
間
だ
っ
た
。

え
な
が
ら
具
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
過
程
を
取
り
入
れ
た

い
。
ま
た
、
周
り
を
ど
う
巻

き
込
ん
で
い
く
か
も
一
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
っ
て

い
る
。

今
後
の
本
市
の
将
来
世
代

に
向
け
た
主
権
者
教
育
は

小・中・高
と
継
続
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
会
の
取
組
も
ま
た
同
様
に

継
続
が
必
要
で
あ
り
、
今
後

は
議
会
の
改
選
な
ど
が
あ
っ

て
も
継
続
で
き
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
る
。

地⽅議員と地域との「新しい関係」をどう考えていくか
特　集

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価831円（年間購読料	9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人 2024

11

巻頭言　地方自治に思う
これからの地方議会に求められるもの　
地域マネジメントの視点の重要性
西南学院大学法学部教授	 勢 一 智 子

■ 特集
▶	議員のなり手不足解消と地方創生を
ともに達成するためには？
関東学院大学法学部教授/社会構想大学院大
学特任教授	 牧 瀬 　 稔

▶	地域コミュニティの見つめ直しが議
会・議員を育てる
元長野県飯綱町議会議長/地域政策塾21代表
 寺 島 　 渉

▶	「地域おこし協力隊」の地方議会進
出	「協力隊出身議員」から始まる地方創生
徳島大学大学院社会産業理工学研究部教授
 田 口 太 郎

■ 議員レポート
▶	広島県三次市／地方政治にグローバ
ルな視点を　Think	Globally,Act	Locally
広島県三次市議会議員	 徳	岡	真	紀

▶	滋賀県竜王町／これからも「地域お
こし」!　地域おこし協力隊で知った地域の力
滋賀県竜王町議会副議長	 中	村	匡	希

▶	徳島県松茂町／スポーツによる地域の	
活性化を！
徳島県松茂町議会議員	 川	端 　 順

▶	熊本県合志市／海外での経験を地元
に活かす　JICA海外協力隊から地方議会	
議員へ

熊本県合志市議会議員	 中	元 　 緑

■	特集
▶	議員の「なり手不足」問題と議員定数・議員報酬／辻　 陽
▶	女性の立場から「なり手不足」を考える／益子純恵
■	現地報告
▶	秋田県能代市議会／鍋谷　暁（能代市議会議員）
▶	北海道栗山町議会／齊藤義崇（栗山町議会副議⾧）
■	連載	
【広報・研修資料】
▶	議会広報紙を見やすく、わかりやすく／佐久間智之
【地方議会最前線】
▶	岡山県井原市議会／林　紀之
【職員研修講座】
▶	地方議会事務局Q&A／吉田利宏

「月刊 地方議会人」サンプル版ではデジタルブックで地
方議会議員・議会事務局の方々に好評の特集、現地報
告各3本、連載3本を「無料」で読むことができます！

デジタルブックサンプル版の内容は下記のとおりです。

サンプル版は
こちら！▶▶　「月刊	地方議会人」デジタルブック

サンプル版はじめました！

お問合せ TEL 03-3264-2520　　FAX 03-3264-2867株式会社　中央文化社 https://chuobunkasha.com/
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https://chuobunkasha.com/
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「 笑 顔 に な れ る 街 」 札 幌 で !
令和7 年(2025 )

来
年
に
開
催
さ
れ
る
第
20

回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
令

和
7
年
8
月
27
、
28
日
に
札

幌
市
で
開
催
の
予
定
。
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
1
日
目
の
終
わ

り
に
、
次
期
開
催
地
の
札
幌

市
議
が
登
壇
し
、
北
海
道
市

議
会
議
長
会
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
映
像
等
を
交
え
な
が

ら
札
幌
市
の
魅
力
を
紹
介
し

た
。２

０
２
２
年
８
月
１
日
、

市
制
施
行
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
札
幌
市
。
市
制
施
行
当

時
（
１
９
２
２
年
）
人
口
は

12
万
7
０
０
０
人
だ
っ
た

が
、
近
隣
市
町
村
の
合
併
・

編
入
や
１
９
７
２
年
の
冬
季 飯島議長（札幌市）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
経
て

同
年
4
月
1
日
、
政
令
指
定

都
市
へ
移
行
。
社
会
資
本
整

備
や
民
間
投
資
の
加
速
化
に

伴
い
、
人
口
１
９
７
万
人
の

都
市
に
発
展
し
た
。

次
期
開
催
地
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
飯
島
弘
之
市
議
会
議

長
は
「
札
幌
市
の
魅
力
と
言

え
ば
、
自
然
と
都
市
の
調

和
。
緑
が
多
く
自
然
が
豊
か

で
都
市
機
能
が
集
積
し
て
お

り
、
会
社
帰
り
に
ス
キ
ー
を

楽
し
め
る
こ
と
も
魅
力
の
一

つ
。
ま
た
、
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
も
豊
富
で
、
市
民
の

憩
い
の
場
で
あ
る
大
通
公
園

で
は
、
毎
年
２
月
の
さ
っ
ぽ

ろ
雪
ま
つ
り
、
６
月
の
Ｙ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
、
９
月
の
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー

タ
ム
フ
ェ
ス
ト
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
、
札
幌
の

魅
力
を
感
じ
て
い
る
」
と

紹
介
。「
北
海
道
部
会
全
35

市
、
オ
ー
ル
北
海
道
で
力
を

合
わ
せ
て
皆
様
方
を
お
迎
え

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

１
９
０
万
人
の
札
幌
市
民
と

と
も
に
議
員
一
同
、
皆
様
方

を
お
待
ち
を
し
て
お
り
ま
す
」

と
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

北海道市議会議⾧会の会員全35市は、皆様の
ご訪問を心より歓迎いたします。

北海道内各市では、従来からの食や観光のブラ
ンド力に加えまして、最近では、洋上風力やバイオ
マス発電など再生可能エネルギーによる脱炭素化、
さらには、次世代半導体やデータセンターに代表さ
れるデジタル産業の集積といった取り組みにより、更
なるブランド力の強化が進んでおります。

来年8月の札幌開催の折には、せっかくの機会で
すので、こうした活発な取り組みを進める北海道各
市にも、ぜひお立ち寄りいただければ幸いです。

魅力あふれる個性的な35市が皆様をお待ちし
ております。

北海道市議会議長会　ビデオメッセージ

8月27日-28日

次期開催は
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畑中議長（釧路市）

閉
会
式

閉
会
式
で
は
、
坊
恭
寿
会

長
（
神
戸
市
）
を
は
じ
め
、

副
会
長
が
登
壇
し
、
第
19
回

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
盛
岡
の

閉
会
に
あ
た
っ
て
、
感
謝
の

意
を
表
し
た
。

副
会
長
を
代
表
し
て
畑
中

優
周
副
会
長
（
釧
路
市
）
が

「
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
か

く
も
盛
大
に
、
そ
し
て
成
功

裏
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ひ
と
え
に
ご
参
加
の

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
２
万
９
１
６
８
人

（
令
和
６
年
９
月
30
日
）

▽
面
積
　
４
４
０・35
㎢

▽
歴
史
・
沿
革　
本
市
は
岩

手
県
沿
岸
南
部
に
位
置
し
て

お
り
世
界
三
大
漁
場
の
一
つ

で
あ
る
北
西
太
平
洋
漁
場
の

一
角
を
な
す
三
陸
漁
場
と
典

型
的
な
リ
ア
ス
式
海
岸
を
持

ち
定
置
網
漁
や
養
殖
業
も
盛

ん
で
あ
る
。
１
８
５
７
年
に

は
国
内
で
初
め
て
鉄
鉱
石
を

原
料
と
す
る
洋
式
高
炉
で
出

銑
に
成
功
す
る
な
ど
近
代
製

鉄
発
祥
の
地
と
し
て
栄
え
て

き
た
。
平
成
27
年
に
は
本
市

橋
野
鉄
鉱
山
を
構
成
資
産
に

含
む
「
明
治
日
本
の
産
業
革

命
遺
産　
製
鉄
・
製
鋼
、
造

船
、
石
炭
産
業
」
の
世
界
遺

産
登
録
が
決
定
し
来
年
で
登

録
10
周
年
を
迎
え
る
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
市
章
は
、
中

央
は
カ
マ
（
釜
）
を
表
し
、
輪

郭
は
海
の
防
波
堤
や
鉄
を
表

し
て
お
り
、
み
な
と
釜
石
と
鉄

都
を
表
徴
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
振
興
発
展
を
意
味
し
て

い
る
。
市
の
花
は
「
は
ま
ゆ

り
」
、
市
の
木
は
「
た
ぶ
の

き
」
、市
の
鳥
は
「
オ
オ
ミ
ズ

ナ
ギ
ド
リ
」
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　
18
人
（
現
在

男
性
16
人
、
女
性
２
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
９

月
３
日
、
立
候
補
21
人
、
投

票
率
65・51
％
。

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス　
当
市

議
会
で
は
昨
年
９
月
に
市
議

会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、

５
名
の
新
人
議
員
が
当
選
し

た
。
若
手
議
員
が
増
え
、
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
。

ラグビーワールドカップ2019™　釜石開催の様子
（写真提供＝釜石市）

釜
石
市
は
、
岩
手
県
の
美

し
い
自
然
と
豊
か
な
歴
史
が

融
合
す
る
三
陸
海
岸
に
位
置

す
る
ま
ち
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

™
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
目
指
す
姿
を
全

世
界
に
発
信
し
ま
し
た
。
近

年
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
、
観
光
と
学
び
を
融
合
さ

せ
た
持
続
可
能
な
観
光
を
目

指
し
、
市
全
体
を
「
屋
根
の

な
い
博
物
館
」
と
見
立
て
た

「
釜
石
オ
ー
プ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
の

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
然
、
歴
史
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
の
レ
ガ
シ
ー
を
感
じ
る

当
市
に
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
、

そ
の
魅
力
を
体
感
し
て
く
だ

さ
い
。 議

長
の
話

議
長
の
話

第10回第10回

千葉 榮 議長

市　章

釜

石

市

委
員
長
市

建
設
運
輸
委
員
会

紹
介

ま
た
、「
市
民
と
語
る
会
」

を
市
内
各
所
で
実
施
す
る
な

ど
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
継
続
的
な
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

皆
様
方
に
温
か
く
受
け
入
れ

て
い
た
だ
い
た
地
元
盛
岡
市

議
会
の
多
大
な
る
ご
尽
力
の

賜
物
」
と
御
礼
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
次
回
、
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
る
第
20
回
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
、「
第
19
回
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
盛
岡
」
の
幕

を
閉
じ
た
。

写真左から平田文彦副会長（高知市議会議長）、畑中優周
副会長（釧路市議会議長）、坊恭寿会長（神戸市会議長）

写真左から小島正泰副会長（熊谷市議会議長）、松野久郎副
会長（白石市議会議長）、竹山聡副会長（一宮市議会議長）

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in  

盛
岡

政
府
は
、
９
月
20
～
23
日

に
能
登
半
島
を
中
心
に
発
生

し
た
豪
雨
に
つ
い
て
激
甚
災

害
と
し
て
指
定
す
る
政
令
を

10
月
25
日
に
閣
議
決
定
、
30

日
に
公
布・施
行
し
た
。

同
政
令
に
よ
り
、
農
地
や

公
共
土
木
施
設
な
ど
の
災
害

復
旧
事
業
が
支
援
さ
れ
る
。

ま
た
、
輪
島
市
に
つ
い
て

は
局
地
激
甚
災
害
の
対
象
と

さ
れ
、
事
業
再
建
を
図
る
中

小
企
業
等
へ
の
支
援
も
行
わ

れ
る
。

激
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